
①小中学生を対象とした景観出前授業【R４~】

②県民を対象とした景観探検まちあるき【 R４~ 】

③業者団体・大学・山形市と連携した広告景観コンテスト【 R４~ 】

④魅力発信コンテンツ制作(Youtube,ガイドブック等)【R4~R6】

⑤Instagramフォトコンテストの開催【R3~】

⑥フォトコンテスト写真展示会【継続】

⑦ビューポイント追加選定と周辺環境の整備【R4~】

【１】誇れる景観を学ぶ場の提供

【２】誇れる景観の情報発信

【３】誇れる景観の環境整備

県民意識

の醸成
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⑧景観サポーター感謝状・応援イベント開催【R6新規】 G7

目 的 現 状 課 題

① 将来に渡り景観を整備・保全
する県民意識の醸成

② 地域の個性や多様な交流の
促進による地域活性化

・Instagramフォトコン等によりVP来訪者が増加。

・VPを通じて県民、市町村の景観への関心の高まり。

・市町村における景観地域づくりの取組みの停滞。

・地域で景観保全に取り組む団体等が多数存在する。

・SNSを利用しない世代等への発信が不足。

・誇れる景観を十分に掘り起こせていない。

・市町村はマンパワー不足で余裕がない。

・高齢化により、景観保全の継続が困難。

G4

対応方針；上記を踏まえ、以下の３つの柱を軸に取組みをすすめる。

やまがたの誇れる景観魅力発信事業
Ｒ６年度当初予算額 4,220千円

【一財;1,290,寄附;820,交付金;2,110】



景観保全に関する県民意識の醸成

【１】誇れる景観を学ぶ場の提供 【２】誇れる景観の情報発信 【３】誇れる景観の環境整備

（１）景観出前授業 【R4～】

小・中学生を対象とした景観の出前授業を実施

（２）景観探検まちあるき 【R4～】

地域住民がまちあるきを通じて地域の魅力を再発見

（３）広告景観コンテスト 【R4～】
県・山形市・屋外広告
業団体・東北芸工大で
優れた屋外広告物と
屋外広告デザインの
コンテストを共催

（１）Instagramフォトコン・写真展【継続】

（２）景観魅力発信コンテンツ【R4~】

追加指定したVPや眺望景観資産などを盛り込んだ

Webコンテンツ（HP、YouTube）【R4～】や景観

ガイドブック「やまがた景観物語100」【R5】を出版

（１）景観VPの指定・周辺環境整備
【拡充】

一般公募、市町村推薦等によりVPを追加指定し

案内看板の設置など周辺環境を整備

（２）景観サポーター感謝状・応援イベント
開催 【新規・R6～】

地域の景観を保全する取組みをしている団体や個人

に対して感謝状を贈呈し、その存在を応援イベントを

開催しビューポイントと共にPR。将来にわたっての保全

活動へのつながりを育くむ。

景観を活かした地域活性化 活力ある地域社会の実現

事業内容 【R4～R6年までの3年間、地方創生推進交付金を活用して重点的に取り組む】

景観ガイドブック「やまがた景観物語１００」

４Kドローン空撮動画について、NTT東日本社屋デジタルサイ
ネージなどで放映





１ 背景
・ R5年度制作のガイドブック「やまがた景観物語100」では、多くのビュー

ポイントで保全活動を行っている方々がいて、掲載したインタビューを通じて

ご苦労や課題が把握された。こうした取り組みが将来にわたって継続されるこ

とが景観保全には不可欠である

２ 目的
・景観ビューポイントの環境保全を行う地区住民やボランティアグループに感

謝状を交付してＰＲすることで、美しい景観を維持する人々の存在の大切さを

自他ともに周知・認識してもらい、保全活動への気運高め、賛同する人々をつ

なげ、将来にわたって地域に愛され受け継がれる景観ビューポイントに育てる。

３ 内容

４ 「やまがた景観物語」これまでの経過と今後の展開

・県土の景観を保全する取り組みへの感謝状を贈呈する。

・県内４地域ごとに、やまがた景観物語100の普及イベントを開催する。

『地域の景観』という広い視点で関係者（地域住民、移住者、自治体関連部

局、協賛関連企業など）を横断的に招き、保全活動の取り組みを周知 ＰＲ

し、将来にわたって美しい景観が持続されるよう、その方々が抱える課題を

探り、解決につながる人々同士をつなげる場として機能させる。

Ｒ４
ﾋﾞｭｰﾎﾟｲﾝﾄ
１００選定

Ｒ５
ガイドブック
発行

Ｒ６
イベント
開催

Ｒ７
景観ファン
クラブ設立

Ｒ８
継続活用

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

初の一般公募に
より景観ビューポ
イント４０箇所を
追加選定

「やまがた景観物
語１００」としてガ
イドブックを発行。

景観保全に取り
組む方々にインタ
ビューを実施。

景観保全に取り
組む方々に感謝
状を贈呈。

イベント開催を通
じて住民や自治
体職員、関連企
業に存在を周知。

会員制「景観ファ
ンクラブ」を設立

「使途明示型ふる
さと納税特定プロ
ジェクト※」に位
置付け、寄付＝
会費として活動を
支援、つながりを
創出

景観ファンクラブ
を持続させ、会費
を事業費に組み
込みつつ、やまが
た景観物語の持
続的な事業継続
に取り組む

協賛企業等展示ブース
ガイドブック展示販売

【イベントの構成イメージ】

１）プレゼンテーション ～ 開催地域の景観の良さを伝えるプレゼンテーション

２）基調講演 ～ その地域の景観の素晴らしさを語ってもらう。

３）感謝状授与式 ～ 存在の周知PR

４）パネルディスカッション ～ 当事者・移住者・外国人等様々な視点で

５）交流タイム・展示ブース紹介 ～ガイドブック販売、コラボ企業の出店等

６）やまがた景観ファンクラブ設立への意向聴取アンケート

知ってもらう

つながりを創出する場としてのイベント

継続

【会場イメージ】

【参加者】～知ってもらいたい、つながってもらいたい関係者～

○地域住民 ○移住者 ○自治体関連部局

○県内在住外国人

（外国人から見た景観、外国語版ガイドブックへの意見反映したい)

○協賛企業

（・企業版ふるさと納税企業・景観とのコラボを希望する企業観光事業

者、飲料水メーカー、ゆうせい「記念切手」、など）

つなぐ

（※使途明示型ふるさと納税特定プロジェクト
・・・県内在住者も寄付可能！金銭的な返礼

品は認められないが感謝状や会報・

ポストカードなどは贈呈できる。）

令和６年度やまがたの誇れる景観魅力発信事業 「景観サポーター感謝状・応援イベント開催」
R5年10月 県土整備部 県土利用政策課

４ 効果
イベントによる交流により、課題を地域住民や自治体職員が共有し、課題解決

に向けた取組みに繋がる機運を高め、地域全体の景観保全意識の底上げを図る。



やまがた景観
ファンクラブ会員
(県内外在住者)
(協賛企業)

会員事務局
（県土利用政策課）

「使途明示型 ふるさと納税 特定プロジェクト」制度を利用した「会員制やまがた景観ファンクラブの創設・運営」

・「やまがたの景観」のPR用として設けているウェブサイトの閲覧者の

属性を解析した結果、県外の閲覧者が少なくない（約40%）傾向にある。

・山形の景観に興味を持ってくれている方々を対象に会員として募り、

県は事務局としてのやりとりを通じて、会員と地域の方々とがお互い顔

が見えるつながりを生み出すことで、持続的な事業継続を図る。

１ 内容

知ってもらう

継 続

【事務局の役割】
◎つなぐ役割に徹して継続する仕組みとすることで、県単独予算に
頼らない事業の継続を図る。
◎会員名簿管理 ◎会員募集につながる景観の魅力発信
◎定期的な会報発行（現場の声インタビュー～季節写真掲載）
◎景観保全に係る環境整備、保全活動への支援、
観光事業者へのコンテンツ提供、協賛企業等との連携企画

つなぐ

やまがたの誇れる景観魅力発信事業～持続的な事業構築戦略～
R5年10月 県土整備部 県土利用政策課

２ 目的とねらい

・山形県の景観の魅力を維持するために応援してくれる人々を対象に会員

制ファンクラブ事業を構築する。

・「企業版ふるさと納税」「使途明示型ふるさと納税特定プロジェクト」

制度のフレームを利用して、会費＝寄付を募り事業費に充てる。

・事業内容として、景観ビューポイントの環境整備、保全活動経費補助、

会員向け会報発行、観光事業者と連携した景観魅力発見ツアーなど、将来

に渡って景観が保全され、魅力が拡散される取り組みを継続して実施する。

やまがた景観
ビューポイント
保全活動団体等

◎定期的な会報発行(情報発信)
◎感想・要望等アンケート実施
◎各ビューポイント関連イベントへ

の案内

etc…

【使途明示型ふるさと納税特定プロジェクトの
募集ページのイメージ(他の事業事例)】

（ガイドブック制作時に取材させてもらった
ビューポイントの保全に携わっている方々）

◎定期的な取材(状況把握)
◎支援につながる制度紹介
◎来訪を希望する会員との仲介
◎協賛企業との連携企画提案

etc…

ふるさと納税寄付者名簿＝会員名簿として
会員の属性情報を管理

※使途明示型ふるさと納税特定プロジェクトへの
寄付は県内在住者でも可能




